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 要  旨 
移動体通信では,送信機から発生された電波は、地形などに応じて様々に減衰,反射,遅延などを
受けて受信機に到達する.これらの影響を受けた電波が移動している受信機に受信されることで
受信電力が時間的に変化する現象であるフェージング（fading)が起こる. 
また,周波数利用効率向上のために,複数のユーザが同一の周波数帯を利用して通信を行う MIMO
という技術がある.MIMO環境では,複数の送信アンテナと受信アンテナを,各ユーザーごとに割り
振る. 
MIMO環境ではユーザ同士の信号の干渉やフェージング,雑音などの影響により, 
ビット誤りが発生し,高品質な通信を行うことができなくなってしまう. 
この環境下における信号の推定法として, ZF法, MMSE法, ML法などがある. 
このうち, ML法がもっともよいビット誤り率（BER）特性を示すが,計算時間が膨大になってし
まうので,実際に推定法として用いるのは困難である. 
そこで計算時間が短く, BERがML法に近い信号推定法が必要になる. 
本研究では LRを用いて信号推定を行い, BERの改善をおこなうが,今まで LRで用いられてき
た LLL Algorithm を用いず, Seysen’s Algorithm という手法を用いた. 
Seysen’s Algorithmは LLL Algorithm に比べ良好な BER特性を示すが,MIMOの数が増える
と,計算量が膨大になってしまうという問題がある.また, LLL Algorithm では用いることができ
た既存の信号推定法と組み合わせることができないという問題がある. 
 特に既存の信号推定法の中でも,計算量が少なく良好な BER を示す FB LRAD を用いること
ができない.だが事前にLLL Algorithm を計算し,その後にSeysen’s Algorithm を計算すること
で, Seysen’s Algorithm の良好な BERを示しながら,既存の推定法と組み合わせることができる
ようになる.この研究では FB LRADとの組み合わせについて説明している. 
 またこの手法は, LLL Algorithm と Seysen’s Algorithm をそれぞれ計算することになるの
で,ファストフェージング環境では計算量が膨大になってしまうが,スローフェージング環境なら
ば,一度LLL Algorithm やSeysen’s Algorithm を計算すればしばらくの間,計算を行わなくてい
いので,トータルの計算量は非常に少なくなる. 
 
 
